
日頃の備えを
～避難所となった学校のはなし～

R7.11.15 上木崎小学校避難所運営訓練資料
上木崎小学校 校⾧ 山田和宏（文責）

教頭 山田裕明



発災時の状況
〇2011年3月11日 発災時刻（14:46）
・私たち … ＪＲ浦和駅最寄りの小学校に教諭として勤務
・私 … 4年生担任として6時間目の授業中

あまりに大きな揺れに、怯え、泣き出す児童多数
「机の下に入りなさい。泣くのをやめなさい。自分の
命を守ることを考えなさい。」

〇放送の指示があり、校庭に避難。
・プールの水 … 揺れにより校庭へと大量にこぼれ出る。
・近隣住民、通行人、保護者等 … 続々と校庭に入ってくる。



児童の下校
〇私の記憶では。。。
・１～3年生は、5時間目終了し、すでに下校を始めていた。
・家庭との連絡手段は電話のみ（学校安心メール等は未整備）
・学校付近にいた１～３年生と校庭に避難していた４～６年生
→下校コースごとにまとまり集団で下校させる。

※懇談会「保護者の帰宅まで、何時間も自宅で怯えていた。」
〇その後、数年かけて
・市教委による学校安心メールシステム整備
・震災時の保護者引渡し等、危機管理対応マニュアルの見直し
→現在、市内どこか１か所でも震度５弱以上観測で引渡し



帰宅困難者等の受け入れ
〇児童下校後、息つく間もなく
・校⾧より指示「（帰宅困難者が）くるよ。準備して。」
・寒さ等を考慮し、１階普通教室から受け入れの判断。
・週明けの学校再開も見通し、管理上、２階以上の教室扉施錠。
→すぐに１階普通教室は満員となり、体育館への受け入れ開始。

〇教室も体育館も厳しい冷え込み
・教室はエアコン運転、体育館は石油ストーブ設置・運転
・防災倉庫より毛布を搬出、避難者に配布（教職員）
・避難所担当職員が学校到着、受け入れ名簿等準備



エピソード
〇当時、避難者用毛布は銀色のフィルム（保温シート兼用）に
包まれ、数十枚単位で段ボール箱に収納されていた。
→この段ボールがとても重く、運搬、配布に苦労した

〇帰宅困難者の中には聞こえや言葉に不自由のある方、新潟など
自宅が遠方にある方もいらっしゃった。
→筆談で依頼を受け、代わりにご家族と電話でやりとりした。

〇校⾧の指示で、教室、体育館にラジオ音声を流し続けた。
→避難者の方々は、落ち着き、大きな混乱なく過ごしていた。

〇おそらく４００～５００名の帰宅困難者を受け入れた。
→後日、国土交通省の視察があった。



学校で一夜を過ごす
〇校⾧より「可能な教職員は、学校に残り対応するように。」
・私 … 妻と電話がつながり、家族の状況をおおよそ把握
→校⾧、教頭とともに学校に残り、対応継続することとした。
〇一時避難者の多く（ほとんど）は帰宅困難者だった。
・近隣の高層マンションに住む親子が、余震を恐れ避難してきた。
→乳幼児２名を考慮し、別室（音楽室）対応とした。
〇深夜、校内のエアコンが停止した。
・集中操作盤の時計をリセットしたところ、再起動した。
→後日、夜間蓄熱式のタイマーが設定されていたことが判明。
〇教職員用の食料を買い出しにコンビニへ行くも。。。
・すでに食料は品切れ状態、祖父と孫が手を取り立ち尽くす姿。



閉所後
〇発災翌日、駅の開場により、帰宅困難者、一時避難者は退出。
・お昼ごろ、市からの指示により避難所閉所となる。
→最後の退出者を見届けたのち、退勤、帰宅した。
〇避難者が使用した毛布等を片付け。
・市の回収搬出まで空き教室で保管。
→一晩使用しただけで、教室には強い臭いが充満。
〇原発事故の影響を受け、計画停電が始まる。
・空調、照明、放送設備等の使用が制限される中での教育活動
→とりわけ、卒業式をやり遂げたいという思いは強かった。



学んだこと
〇平常時に行う訓練の大切さ
・基本的な行動が身に付いていてこそ、臨機応変に対応できる。
→「避難訓練は命にかかわること。真剣に取り組みましょう。」
〇情報伝達の仕組みを整えることの重要性、留意点
・学校安心メール、学校ＨＰなど複数の伝達手段が整ってきた。
→ライフラインが途切れるなど、情報発受信できない場合もある。
〇まずトイレを確認。水が流れなければ、ぜったいに使わない。
・あの時、トイレの水が止まっていたら。。。
→簡易トイレなど物品の整備、早期の設置は必須。



ありがとうございました。

〇使い古しのリュックに
・着替、下着、靴下類
・タオル
・カイロ、絆創膏
・歯ブラシ、洗剤
・使い捨てトイレ
・他に
不織布マスク、ボディタオルなど


